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 生物学類では、FD 活動の一環として平

成 15 年度から TWINS を活用した学生によ

る授業評価アンケートを全学期にわたり

実施している。さらにその集計結果は、

学類発行のオンライン誌「つくば生物ジ

ャーナル」で完全公開している。ここで

は、その経緯と実施概要、問題点や将来

展望などについて報告する。 

 

１．生物学類の近年の FD 活動（図 1） 

 学生による授業評価アンケートは、従

来から一部の教員が個人的に実施・集計

して自分の授業の改善に役立てていた。

これをより多くの教員に実施していただ

くことを目的に、平成４年度に学類で標

準的な授業評価アンケート用紙を作成し

た。生物学類が組織的に授業評価アンケ

ートを実施したのは、平成 13 年度からで

ある。初年度は生物学各分野の必修概論

科目（当時 12 科目）について、授業中に

共通のアンケート用紙を配布して担当教

員退室後に記入してもらって TA が集め、

生物学類長室に届けるという方法であっ

た。平成 14 年度は外国語、情報処理、物

理学、化学、地球科学などの共通科目、

基礎専門科目について事前に配布したア

ンケート用紙に記入して提出してもらっ

た。回収率は、授業時に回収すると、ほ

ぼ 100％となるが、後日提出だとよくな

い。手作業の集計処理にはかなりの時間

と手間を要したが、貴重な FD の資料とし

て活用された。 

 学生による授業評価以外の FD 活動と

して、平成 14 年度に TWINS の成績データ

を利用して必修概論科目の評点分布調査

を行い、成績評価についての議論の基礎

資料とした。生物学類では、平成 17 年度

から生物学類開設の全授業科目の評点分

布情報を生物学類教員全員に配布する計

画を進めている。TWINS のデータを目的

に応じて容易に集計処理できる支援ツー

ルの充実に期待したい。 

 また、平成 14 年度には、教員に 11 項

目にわたる授業アンケートを配布し、各

自の工夫している授業資料や授業評価ア

ンケート用紙と一緒に提出してもらった。

これは、教員相互の情報交換を活発にし、

いわゆる「授業のコツ」を共有すること

によって授業改善（FD）に役立てる目的

で実施したものである。回答率 76％と非 

 
図 1. 生物学類の近年の FD 活動の歴史  
 

 
図 2. 生物学類授業のエッセンス 2002 
 
常に多くの教員の協力が得られ、そのす

べての成果は、「生物学類授業のエッセン
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ス 2002」という冊子（図 2）にまとめ、

教員に回覧した。また、概要については

オンライン誌「つくば生物ジャーナル」

（後述）で、学生や社会に公開した（図

3、図 4）。 

 

 
図 3. つくば生物ジャーナルによる公開  
 

 
図 4. 授業アンケート報告の掲載  
 

 

 教員への授業アンケートの結果、学生

による授業評価はほとんどの教員が独自

のスタイルで実施していることがわかっ

た。生物学類では、平成 4 年に学類で標

準的な授業評価アンケート用紙を作成し

たが、10 年間にアンケート内容にも改良

が加えられ、普及効果も上がっていた。 

 教員個人の実施する授業評価アンケー

トは、ぜひ継続して実施していただきた

いが、FD 活動を推進するために、組織的

な授業評価アンケートを全授業科目に導

入できないかという議論に発展した。 

 
２．つくば生物ジャーナル  
 生物学類では、平成 14 年にオンライン

月刊誌「つくば生物ジャーナル」を創刊し、

このジャーナルを情報収集、情報公開の媒

体として様々な教育改革を進めている（図

5）。  
 

 
図 5. オンライン月刊誌を公開媒体とした

教育改革  
 

卒業生、退官教官、学生などからの投稿

に対して審査制度を設け、その論文に知的

所有権を与える、学内外のコミュニケーシ

ョンの場を提供するなど、学類単位のユニ

ークな取り組みとして新聞でも紹介された

（図 6）。平成 17 年１月までに 29 号が刊行

されており、授業評価アンケート関連の報
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告も含め、様々な情報が公開されている（図

7、http://www.biol.tsukuba.ac.jp/tjb/）。  
 

 
図 6. 「つくば生物ジャーナル」を紹介し

た新聞記事  

 
図 7. 「つくば生物ジャーナル」表紙一覧  

３．TWINS を利用した生物学類授業評価

の導入（図 8）  
 平成 13 年、14 年に実施した組織的な授

業評価の試行経験から、全授業科目に導入

するためには、まず、前提条件として目的

を明確にして議論を進めることとした。生

物学類の場合、教員の FD と学生の授業参

加意識の向上を目的とし、教員の業績評価

には使わないことを明確にした。その上で、

実施にあたっては、１．事前に十分に議論

を尽くし、教員全員と学生の協力を得るこ

と、２．TWINS を有効に利用して、学生

に回答しやすい環境を提供し、集計作業を

省力化すること、３．実施の透明性を確保

すること、の３点に特に留意して準備した。 
 

 
図 8. 生物学類授業評価の目的と基本方針  
 
 この授業評価システムでは、学類が組織

的に TWINS を利用した授業評価アンケー

トを実施し、学生と教員の相互コミュニケ

ーションの場を提供するとともに、結果を

学生、教員に還元するだけでなく、社会に

も公開して実施の透明性を保つのが特徴で

ある（図 9）。学類は TWINS による授業評

価アンケートを準備して学生に回答しても

らう。教員からは集計結果を見て、担当し

ている授業のコメントを送付してもらう。
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集計結果と担当教員のコメントは、迅速に

学生と教員全員に公開し、教員の FD に活

用してもらう。また、学生の授業参加意識

向上にもつながる。一方、すべての集計結

果と教員のコメントは、一般社会へも公開

する。これは、学類が自己の教育活動につ

いて社会への説明責任を果たすことと、い

わゆる「社会の目」にさらされることによ

って、教員や学生、学類が緊張感を持って

授業評価や授業改善に取り組める環境を作

る効果がある。  
 

 
図 9. 授業評価と FD 
 
 初年度（平成 15 年度）の実施開始にあ

たっては、１学期の初めから学生に掲示と

全員への資料配布による予告を徹底して行

い（図 10）、多くの授業でもアンケートの

目的、内容を説明して協力要請をした。特

に、公開を前提に実施するので、誠意を持

って取組んで欲しい旨、十分な啓蒙活動を

行った。  
TWINS を利用した生物学類授業評価の

導入と完全公開決定までの経緯については、

つくば生物ジャーナル Vol.3 No.5 『教育改

革の実験：「つくば生物ジャーナル」による

生物学類授業評価の完全公開』（林純一生物

学類長）（筑波フォーラム 66 号から転載）

に詳述されているので参考にしていただき

たい（図 11）。  
 

 
図 10. 初年度実施の予告掲示、配布文書  
 

 
図 11. 平成 15 年度生物学類授業評価結果

公開特集号目次  
 
４．平成 15 年度生物学類授業評価アンケ

ートの実施と公開  
 筑波大学 TWINS 運用委員会の協力を得  
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図 12. 平成 15 年度生物学類授業評価アン

ケート実施概要  

て、生物学類授業評価アンケートは、図 12 
の実施概要の通り、TWINS 一般アンケー

ト機能を利用して、１－3 学期の 3 回行わ

れた。初年度は、各学期ごとに集計結果の

グラフを掲示し、全集計結果は冊子体で閲

覧するという内部公開を行い、完全公開は

1－3 学期分まとめて翌年度に、つくば生物

ジャーナルで行った（図 12、図 13）。  
 アンケート内容は、３択式設問が７つと、

良かった点、改善すべき点を自由に書き込

む設問が２つであった（図 10）。教員の FD
に大変有用な自由記述式のコメントが、良

かった点 870 件、改善すべき点 778 件と多

数寄せられたことは大きな収穫であった。  
 学生への周知は、掲示、資料配布、授業

時の口頭連絡のほか、生物学類の学生が自

主運営しているメーリングリスト（ML）

を利用させてもらって各学期、何度かメー

ル連絡した。1 学期は、約 6 割の高回答率

が得られたが、２学期に約３割、３学期に

１割５分と半減していった。生物学類では、

１，２学期連続の授業科目が多く、それら

の回答率が低くなってしまった影響もある

が、３学期の回答率を考えると根本的な対

策を講じる必要がある。  
 

 
図 13.  平成 15 年度生物学類授業評価結

果公開特集号表紙  
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図 14.  平成 15 年度生物学類授業評価結

果公開特集号の公開用フォーマット（最下

段に担当教員のコメントが入る）  
 
５．平成 16 年度の実施に向けた改良  
 平成 15 年度の実施で出た問題点を集め、

平成 16 年度の実施に向けた改良のアイデ

アを TWINS 運用委員会に伝えて、検討し

ていただいた。特に、クラス連絡会などで、

学生からの意見を収集し、回答しやすい環

境を整備することと、集計結果を迅速にフ

ィードバックすることに重点を置いた。  
 各科目の履修学生のみにアンケートを出

すことができる「授業評価アンケート機能」

や、担当教員と履修学生にアンケート回答

期間終了の翌日から集計結果を TWINS で

閲覧可能とする新機能など、すぐに TWINS
を改良していただいたものは、早速平成 16
年度から活用している。また、アンケート

内容の厳選（図 18）や回答期間の延長、「つ

くば生物ジャーナル」で各学期ごとに担当

教員のコメントを追加して即時公開するこ

となど、生物学類での実施内容も改善した

（図 15）。今後は、TWINS を教員と学生の

リアルタイムの双方向コミュニケーション

ツールとして発展させるため、担当教員の

コメントの直接入力や中間集計機能の追加

などの改良を加えていただく予定である。  
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図 15. 平成 15 年度の実施で抽出した問題

点と平成 16 年度実施に向けた改良点  
 
６．平成 16 年度生物学類授業評価アンケ

ートの実施と公開  
 平成 16 年度は TWINS の新機能、授業ア

ンケート機能を利用して、生物学類授業評

価を毎学期実施している。毎学期、図 16
のような掲示し、学生の ML を使わせても

らって、全員にメールで周知している。  
 

 
図 16. 平成 16 年度実施の掲示（３学期） 

 
図 17.  平成 16 年度生物学類授業評価ア

ンケート実施概要  
 

授業アンケート機能の追加やアンケート

内容の厳選（図 18）により、学生はアンケ

ートに回答しやすくなっており、さらに 2
学期からは回答期間を延長して、履修中に
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気が付いたことをすぐに書き込める環境を

整えた。また、アンケート回答期間終了の

翌日から集計結果を閲覧できるように改良

し、担当教員のコメントを加えた「つくば

生物ジャーナル」での公開も毎学期、迅速

に行うように変更した（図 17）。それにも

かかわらず、回答率が１、２学期とも約３

割と低迷した点は残念である。しかし、良

かった点、改善するべき点の自由記述式の

コメントはたくさんあることから、丁寧に

アンケートに回答する学生と無関心な学生

の２極化が進んでいる可能性がある。  
 

 
図 18. 平成 16 年度アンケート項目  
 
 1 学期、２学期の集計結果は担当教員の

コメントを追加して、それぞれ９月号（図

19）、12 月号（図 20）のつくば生物ジャー

ナルで公開した。公開用のフォーマットは、

平成 15 年度については印刷用原稿と共用

できるように１ページにまとめ、３択設問

が 7 問あったため円グラフ化して視覚効果

を高める工夫をした（図 14）。平成 16 年度

は、公開の迅速性を優先して、担当教員と

履修学生が TWINS で集計結果を閲覧して

いるスタイルとほぼ同様のフォーマットを

採用した（図 21）。約５割の担当教員から

丁寧なコメントが寄せられていて、教員と  

 
図 19. 平成 16 年度１学期生物学類授業評

価結果公開特集 目次  
 

 
図 20. 平成 16 年度２学期生物学類授業評

価結果公開特集 目次  
 
学生の相互コミュニケーションの場として

活用されつつあることがわかる。また、生

物学類教員会議で、公開にあたっては、担

当教員が希望しない場合は、その科目の情

報は非公開とすることができるという取り

決めをしてある（ただし、生物学類長室に

来れば誰でも自由に閲覧できる）。この非公

開の科目は、平成 15 年度に５科目（１学

期３科目、２学期２科目）、平成 16 年度１

学期に３科目、そして２学期に０科目とな

った。公開についても理解が得られてきた。 
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図 21. 平成 16 年度生物学類授業評価結果

公開フォーマット  

７．今後の生物学類授業評価アンケートの

展開と学類レベルでの導入のモデルケー

スとしての役割  
 TWINS はリアルタイム性の高い、相互

コミュニケーションツールとして、現場の

ニーズにあった機能を今後も強化していけ

ば、より多くの学生、教職員が日常的にア

クセスする道具となっていくと考えられる。 
 現在、改良予定となっているのは、教員

のコメントを TWINS で書き込めるように

なること、そして、アンケート回答期間中

に中間集計が取れるようになることである。

担当教員のコメントは、平成 15 年度、平

成 16 年度１学期、２学期とも約５割の提

出率であった。TWINS で集計結果を閲覧

しながらコメントを入力できるようになれ

ば、より多くのコメントが集まることが期

待される。また、現在、授業評価アンケー

トに回答してくれている学生は、その科目

の授業改善の効果を受講期間中に享受する

ことはできない。しかし、アンケート回答

期間を各学期の最初からに設定して、学期

途中で中間集計を行うことができれば、受

講中の学生のコメントが即座にその学期の

授業に反映されることになる。自分が授業

評価アンケートに回答すれば、その反応が

受講中に現れるとなれば、回答率も向上す

るにちがいない。  
 TWINS がアンケート関連機能だけにと

どまらず、学生（教職員）が毎日アクセス

したくなるような道具として進化していけ

ば、授業評価アンケートへの学生の協力が

もっと得られるようになり、効果的な FD
活動が推進できるようになると考えられる

（図 22）。  
 
 生物学類の授業評価システムは、学類レ

ベルでの全面的な授業評価導入と公開の先

駆的なモデルケースとして活用して欲しい

（図 23）。  
 生物学類の場合、授業評価の目的を教員

の FD と学生の授業参加意識の向上に限定

して、教員の業績評価には使わないという

前提で議論を進めた。授業評価システムが

完全に定着してくれば、将来的にあらため

て教員の業績評価との関連を議論しはじめ

る土壌が生まれてくるかもしれないが、最

初から教員の業績評価も含めた検討を開始

していたら現在の授業評価システムは導入

できなかったと思う。  
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 実施にあたっては、１．事前に十分に議

論を尽くし、教員全員と学生の協力を得る

こと、２．TWINS を有効に利用して、学

生に回答しやすい環境を提供し、集計作業

を省力化すること、３．実施の透明性を確

保すること、の３点に特に留意して準備し

た。特に教員全員と学生の協力を得るため

の議論は重要である。教員サイドでは、学

類カリキュラム委員会、学類運営委員会で

十分議論したうえで、さらに学類教員会議

で議論を重ねた。学生には、新入生オリエ

ンテーション、2,3 年生のガイダンスなど

の時間を活用して説明したり、クラス連絡

会で議論したりした。実施体制として、こ

の１．の段階は、教員と学生全員の参加が

不可欠である。  
 ２．の TWINS を利用した授業評価アン

ケートの実施と集計の作業は、筑波大学

TWINS 運用委員会の協力を得て、学類の  
 
 

 
図 22. TWINS を利用した授業評価シス

テムの今後の展開  
 
 
 
 
 

教員１名で対応できている。３．の「つく

ば生物ジャーナル」による情報公開は、学

類の教員１名と職員１名で行っている。  
 生物学類の TWINS を利用した授業評価

と「つくば生物ジャーナル」による公開は

ようやく２年目を終えようというところで

ある。評価結果のフィードバック（FD の

効果）は徐々に現れてきており、たとえば、

例年より、シラバスの改訂が増えている傾

向がある。公開の効果や弊害は、今のとこ

ろ顕著なものは見られない。このような取

組みは、長く継続していくことが大切であ

ると考えられる。生物学類では、さらに工

夫を重ねながら授業評価を続けていく予定

である。情報はすべて、「つくば生物ジャー

ナル」で公開していくので、学類レベルで

全面的な授業評価の導入・公開をするきっ

かけや叩き台にしていただけたら幸いであ

る。  
 
 

 
図 23. 学類レベルでの全面的な授業評価

の導入  
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